
職員研修 第１回未来授業研究会
観点別評価と学習指導案

令和４年６月２２日（水）１５：１０～１６：２５

内容

（１）「観点別学習状況の評価」の概要

（２）授業公開に向けて（３観点の学習指導案の作成）

目標

新しい「観点別学習状況の評価」を趣旨を踏まえた学習評価と授業づくりの在り方を理解することで、
授業評価・改善力と授業実践力の向上を図る。



コンピテンシー（資質・能力）ベースの授業

各単元において、身につけさせたい力（資質・能
力）を明確にして、その評価や授業をデザインして
いく。

ゴールイメージを明確にして、それが何で評価で
きるかを考え、その上で授業を組み立てる。

コンテンツ（内容）ベースの授業

教師の思いつく教えたい内容を次から次へと伝達
していく。

ＡとＢとＣ・・・を教えていくが、その先にどん
な力をつけていくのかが不明瞭。

コンピテンシー（資質・能力）ベースの授業とは？



（１）「観点別学習状況の評価」の概要



学習指導要領（新）
各教科の「目標」「内
容」が３観点で整理
「知識及び技能」「思
考力・判断力・表現力」
の区別が明瞭

「内容」に記載されてい
る２観点をもとに、年間
指導（評価）計画を作成。

学習指導要領（現行）
各教科の「内容」では、

（指導事項）が羅列され
ている。
「知識・理解」「技

能」「思考・判断・表
現」の区別が不明瞭。



②指導要録
評定を３観点を踏まえ
て算出

例えば
ＡＡＡ → ５
ＡＢＢ → ４
ＢＢＢ → ３
ＢＣＣ → ２

また、
ＡＡＣ や CCA

などは考えにくい

評定は、３観点の実現状
況で算出する



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

定期考査 ペーパーテスト
（事実的な知識）
（概念的な理解）記述

ペーパーテスト
（概念的な理解）論述

授業中
単元の終わり

小テスト ★パフォーマンス評価
論述やレポートの作成
発表、グループでの話合い
作品の制作や表現

ノートやレポート等の記述
授業中の発言
生徒の個人評価
生徒同士の相互評価

外部の測定ツール
（高校生のための学
びの基礎診断）

〇 〇

（２）「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」と評価方法

①「知識・技能」「思考・判断・表現」は、学習指導要領の「２内容」（「指導事項」）に対応させる。
②「主体的に学習に取り組む態度」は、単元の学習における取組状況（粘り強さ・自己調整）。
③資質・能力の評価は、ペーパーテスト＋パフォーマンス評価＋その他を組みわせた多面的・多角的な評価



パフォーマンス課題とルーブリックの例 現代文Ｂの授業（２年生）

グループのメンバーの作成したレポート
を「ルーブリック」に基づいて相互評価
をしている様子

パフォーマンス課題とは
知識や技能（スキル）を総合的に活用
させることを求めるような複雑な課題

別紙資料 ２～４参照



新学習指導要領

１ 目標
○○の見方・考え方を働かせ・・・・・・・・資質・能力を次の通り
育成することを目指す。
（１）知識及び技能
（２）思考力・判断力・表現力等
（３）学びに向かう力、人間性等

2 内容
（１）知識及び技能
（ア）○○○○○○○○○○○○すること。
（イ）○○○○○○○○○○○○すること。
（ウ）○○○○○○○○○○○○すること。
（エ）○○○○○○○○○○○○すること。
（オ）○○○○○○○○○○○○すること。

（２）思考力・判断力・表現力等
（ア）○○○○○○○○○○○○すること。
（イ）○○○○○○○○○○○○すること。
（ウ）○○○○○○○○○○○○すること。
（エ）○○○○○○○○○○○○すること。
（オ）○○○○○○○○○○○○すること。

「２ 内容」の「知識及び
技能」と「思考力・判断
力・表現力等」を組み合わ
せて、網羅的に年間指導計
画に組み込んでいく。

（補足） 各教科の年間指導（評価）計画作成のイメージ



各教科の年間指導（評価）計画作成のイメージ

3観点で評価 単元ごと→学期末ごと→学年末（評定）

各単元は、「内容」に
記載されている「思考・
判断・表現」の指導事項
を中核に、その関連で
「知識・技能」を組み合
わせる。

★教科書はそのような
構成になっているはず

なお、「学びに向かう
力」その取組状況を単元
毎に評価する。

「思考・判断・表現」を測るパフォーマンス評価は、各単元１～２回程度精選して実施



〇〇科（科目名【新】○○【現】○○） 学習指導案（例）

単元名 〇〇〇

単元の目標
（単元で育成する資質・能力）

①知識及び技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等 ＳＳＨで育成する資質・能力

具体的な評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（例）〇〇を理解している
〇〇することができる

（例）〇〇ことを通じて、考え
たり判断したり表現した
りしている。

（例）主体的に知識・技能を身に付
けたり、思考・判断・表現をし
ようとしたりしている

★上記の「単元の目標」を具体的な学習活動としてまとめる

単元計画

次 時 学習活動 評価規準と評価方法

一 １
２

【評価規準】
【評価方法】
（例）行動の観察

二 ３
４
５

【評価規準】
【評価方法】

三 ６
７

【評価規準】（主体的に学習に取り組む態度）
【評価方法】

学習指導案の作成例（指導と評価の一体化、シンプルにまとめる）

１時間の授業展開については、任意で作成



学習指導要領の
「指導事項」を
コピー＆ペースト

「単元の目標」を①目の前の生徒の実態、②使用する教材をもとに、単元を通して
達成される具体的な生徒の姿・状態（ゴールイメージ）を明記する。

別紙資料参照

別紙資料 １参照



これまでの１時間単位の指導
案ではなく、単元全体の中にそ
れぞれの教科が求めている「評
価の観点」【評価規準】が見え
るようする

脱本時主義・カリキュラム・
マネジメントの視点

【評価方法】は６つに分類
①観察・点検
行動の観察・記述の点検
②確認
行動の確認・記述の確認
③分析
行動の分析・記述の分析


